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　　　　　　　1．要　　旨
第一次概査に引続き，昭1和25年1月25月より同3月

31日に至る間シ地質調査（未調査地域の概査）・地化学

　　　　　　　　　　　　　ぺ調査（概査区域の精査）6物理探鉱（新規闘墾の瓦斯井に、

対し）及び物理試験（新試料に対し）・め各調査を実施し

　　　＼た。

先ず埴質謂奪は未調査地域である木阪李野塾辺の三島

丘陵蔀方より阿武山山麓に亘る地域及び大阪ZF野南翠の．

富田林丘陵地区に対『し七実施した。その緯果・．両地区に・

おける大阪層群の分布朕況が明らかとなり・第一次概査．

綜果と綜合し大阪耳斯田の地質構成は漸家明ら為となつ

た6・
　地化学調査は直接含瓦斯暦の分布を究明する調査とし

て第一嫡奪励一部精査躾施した調査区撚大
和川以北，所謂河内亭野の南部地区である。その締果住

ノ適・城東両．トラ7プの略々中闘偉に，有望なる飽和地犀
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、即ち新トラツプの存在が推知さ塾た。今後・第一次概査

の結果糊噛各トラツプを恥とする酬嗜学調郵1．

　難井資料の集輯と共に実施せねばならない。

　　これら調査と雫行し，新墾井に対する物理探鉱調査及

　び瓦斯埋藏量算出の基礎資親の噌である滲透率・孔隙牽・

　の物理試験を行つた。『　　、　』「　　　　　　　　、、

　　かくし妖陣斯田の全郷逐次解明され？吻る
　と共にその開発は釜々布望覗さる壇こ至つたg　’

　　以下各調査実施成集革・？き各項自別に概述する。・、

　　　　　　　　2・・摯質嗣査

　　（1〉区　　域1

　　昏回の調査は前回調査完了した三島丘陵・枚方丘陵・生　’

　駒山山麓の各地域との蓮関をつかみ，更に南部周辺部を

　明らかにするため三阜丘陵非方豊川村から阿輩野村をさ

　て高槻町に至る阿武山山麓地域及び道明寺から古市をへ、

　て滝谷不動に至』る富田林岳陵地域につV・て調査を行2　’

　た。

　　（2）地「質．　　　・　　、，
　　阿武山山麓地域及び富田林丘陵地域の地質は，秩父古

　生雇・’花崩閃織岩及び二上火山岩類の上に不整合にのる

　　　　　　　　　　　　　　も　大取暦群と更にこれを不整合に被う穗積礫層及び段年が

　・らなる。　　　　　　　　　　　　　　・　　．　i　一一

　　（1）、阿武山山麓地域　本地域鱗秩父古生暦及び花嶺、

　閃緑岩の上に不整合にのる大阪層群とこれを不整合にき

　る穗積礫暦からなる。大阪暦群は三島丘陵の茨木累暦下

　部にあり・大阪埋積盆鞄中最もよv・鍵層であるアヅキ凝

　底岩によつズ上部と下部にご：分することが出來る？、上部

　及び下部とも大部分礫’・砂・粘土からなり厨によつて白色

　　　　　凝次厨をはさんでいる。厚さは全体を通・じ約250；n以上，

　あり，アヅキ凝次岩暦の前後約100mの間は砂と糟土’，

　の規則正しい互層であり，各麿は一二置によく蓮続する。

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ヤ　　三島丘陵地域でもこれをほ虻同一暦準にあたる・と考え1

　られる地感ま岩相上よく類似している。しかし本地域の

　方が幾分粒あらく．更に高槻町に至るに從つて4の慎向

　’は著しく・葺槻町附近では・大阪層群下部は大部分厚い、

　鯉励らなつてい麹離町附肇跡阪騰螂り
　『厚さ主m前後の白色擬荻岩を來んでいるb　I本地域では
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、この大阪層群を不整合に穗積礫暦が被づてv・る。、

　（2）富田林丘陵地域本地域の大阪麿群も阿武山山　’

麓地域と同様アヅキ凝次岩暦で上部と下部に分け鴛る。．

更に岩相もよく類似しており，アヅキ嫉岩暦をはさむ

約150mの聞は規則正しい砂礫と粘土の互暦である。
　ヨ
しかし前地域に比して粘土勧厚さは厚い。群醐の大

阪暦群下部に蝕数枚の凝次岩暦があり，桃色凝荻岩暦は

，よく蓮続する。玉手山附近では砂礫が大部分で二上火山　，

の安山岩深び凝次岩の上に不整合にのつていち。叉玉手

則附近にある所謂ボールダー層と呼んでいるものは，火

山源のものと考えられ，恐らく二上火山岩類の中に入る

べき、ものと思われる。

　（3）地質構遭1
　　　ヨ　解武山山麓地域ほ，走向はほ∬東西で傾斜縁10。前

後南へ傾いている。L南部の李野に入る附近で傾斜は

50。以上になり断暦があ葛。この断暦は三島丘隣の小野

原断暦の一部モこの聞には多くの断暦があり，断暦群を

形成し・更紅これは西国街道の凹地を作つてv・る。富田

林丘隣地域では走向北20。～45。東，傾斜10。前後北西『

へ傾い宅v渦。丘陵の東部には南北に走る背斜があり，

との東翼では背斜軸に卒行な断暦があり，傾斜は50。

以上・晦こ睡直の所がある・主手晒音βで鰍囎群

鳳一蝦年酉へ傾斜レ・傾斜の急の所には断暦がある。，

！4）対　≠ヒ

　阿武山則麓地域と富田林丘陵更に前回調査完了しえ各　、

地域≒の樹比であるが三島丘陵の茨木累暦下部にあるア＼

ヅキ凝李岩暦が各地域に蓮続していて暦準は明瞭であ

る。三島丘讐の千里山累層上部にある凝次岩暦は富田林

地域の桃色凝炭岩演しに対比されるようである。

　（5），瓦斯層．について　　「　，　5

　瓦期ま植層中に含まれてv・る有機物が腐殖して生じた

ものと考えられでv・るゐ大阪暦群中の瓦斯暦はアヅキ凝、

次岩前後の粘土と考えられてv・る。今回の調査地域に

は・アヅキ前後に有機物を含んだ粘土暦が多ぐ，砂礫と

の欄正し樋灘鱗統駅あり冷回の調査によ、、

？て4の地暦が大阪弔懸に於ては更に顯著に発達してい

・ることが考えられる、。

　　　　　　　3地化学調、査、一ゼ
　（1）調1査区城

今嬬査に於ける調査区搬大阪（雫野）瓦斯田頒

南地域であり・旧陸地測量部・1：25，000地形図r生騎山」

縮貴山」，、慮東北部」略一厳碑大嫌南部」甲の’

4図幅に亘る。　　　　　　　　、

賜生鋤醗」帯姻ヒ河脚住ノ道町，布麟，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　〆

・八尾市・東住吉区李野町を含む大和川以北の地域ぜあ

り・所謂住ノ道トラツプの各一部を包含す。ご

　この他調査進捗上，大阪市内め一部に於ても調査を実

施したが測点は散優的であり，右該調査区域より隔離せ

るを母つて，そめ結果は家期精査1こ包括報告することと

した。　　　・ノ’

　（2）調査方法
’
調
査 地域内に開墾されている既設の掘井戸，掘抜井

戸，難井を利用し，その井水中に含まれてV・るタタン溶

存量を携帯型メタン量検定器・により現場に於いて測定し

た。これと共に深井戸（ポーリシグ井）の地讐柱朕図よ，

り地下の地質朕況及び含メ，タン層の水雫的，垂直的分布　・

を考究した。

　（3）調査成果・
　（A）地下の地質版況

　前次調査の結果では大阪李野の地下の地質については　’

次の如く報告されている。

　「大阪弔野の基盤をなすは大阪基盤暦と命名され』る精

土・砂・礫の互暦で・新第三系に属し乏の暦厚は600m

以上に達す。大阪基盤暦は上町累暦・住吉砂礫暦・天満

麿及び沖積暦である梅田層に、よつて木整含に被覆され

る」。

　今次調査域内では地下の地質瓶況を考察する資料にと

ぼしく・墾井の深度200mに達するものは集録せられ、

ていないが，，前調査資料と関連せしめることにより

。沖積層（表土・梅田層）め厚さは地域的に多少塘減が

　あるが・生駒幽西麓・・……r20～25m。布施市・八尾市

　附近……15～30m。大和川河流附近一f・15～20m。

。沖積暦の下部なる天満暦・住吉砂礫層・大阪基盤暦中に

　は地下深度160m迄に砂・礫暦10～15暦を爽在し，1

　その斉距一暦の厚さは1～9mである。

。天満層と佳吉砂礫暦環び大阪基盤暦との各不整合関係

　　　　　　　　　　　　庵　につV・ては目下資料検討中。

　（B）含瓦斯暦

　含耳斯暦はすべて砂・礫暦である。木阪瓦斯甲に於け

る含瓦斯暦は地下深度540m迄に16暦が知られ・上部

（版近く）よりG・・G2・G3・…！・…GI6と名称さ麺鴨

が，各層は軍一の砂或は礫暦からなるもの，或V・は粘土・一

砂質粘土を爽在し2ん5暦の薄層群よりなるものがあり，

今家調車区域ではむしろ後者が多く・前項10哩15 暦の

砂・礫暦はG、～G5層に当りづ特に上部に從つて薄厨群

が発達する傾向が認められる。

　含瓦斯層Q分布一含瓦斯暦たる砂・礫暦の分布は全

域に宣るが域内南部（大未馴流域）に從v・水準的。垂直

　　　　　　　　　　　のノ的にも劣薄となる。・各瓦斯暦毎の拡が一りにつV・ては資料

検討中。、
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　、（c）」メタン瓦斯の灘分布，

　　域内に於ける飽和地点は次の地匡に於V忙見られる。

　　’一・住イ道町・南郷村を含む略々南北に長V・地区己

　　二，布砲市を中心とする地区。．．，

　　　　　　　　　　　　　　ぺ　上の中7ム，は往ノ道トラツプに属し，大阪瓦斯田に於

　’ける最大値を示す有望地区であり，二・じは住ノ道トラツ

　プとその西方の城東トラツプg中問位にあり，河丙地方

　に於ける新トテ身プと目される。右の二地区の他』生駒

　山西麓澹ひの李坦地に禁いてほ稀弱ではあるが1南北方

　向に可成り蓮続して均等な数値を示す。

　　　　　　　4物理探「鉱調査

　　（1ン調査地

　　7Dr13井一一港区抱月町
　　5L－7井…・一…北河内郡南郷村

　　（2）調査方法　　　　　　l
　　電気探査法（シユランベルヂャー法）により馨井内の

　●堆積暦の電気比抵抗と自然電位ゑ測定し，これを掘墾時

　に得た地質柱状爵と比較し，一含瓦斯暦の軍確な賦存肌態

　を把渥レた己

　　（3）。調査成果
　　’（A）τD一・3井（醸・79m）、

　　イ　液体の比抵抗値……深度28m，¢0血，80m，♀9m

　　　　　　　　　　　　　な　　　一附近1こや玉著しい異常が認められた。浸出水によ　・

　　　るものと思われる。

　　ロ　地暦の比抵抗値………6～7のピークが認められ

　　　る。
　　　　　　　　　　　　　ワ　リ　　ハ　自然電位∵…＝…変動甚だしく到定の資料として禿、

　　　分でなv｝。
＼　　　　含瓦斯暦である砂・礫の賦存駄況は次の如く推蜘

　　　　される。
　　　　　　　　　　　　　　　　も　ド
　　　深度．33～39；n。52～60mo64～73m。82’》94m。、

一
6
22．24。05－5讐

　　96塑Om。124～141而。、142～147m。1β4～σ
B』5L－7ヲギ（深度73m）

　イ　液依の比抵抗値一・…｝・著しV・変化なし。’』　P

　ロド地暦の比抵抗痢直……轡4勲所に著しきピークが認．

　曳められた。砂・礫暦に基くものである。

　ゼ・自然電位………・の値大なる部分に於いてマイナ、

　　ス方向の電位現わる。地下永の流動に関係ある’も

　　のならん。
・’上の結果は，地質柱状図と略や一致し含瓦斯暦である

砂。礫暦の深度及び層厚は次の如し。／　　　　　｝1

　深度14～17m礫暦。50～55m僕厨。59～qlm礫暦ひ

　、唖　　　　　5物理試瞼
　第ム回調査に於いゼ実施した如ぐ含瓦斯地下水を含み’

得る砂礫暦塗構成する半砂の機械的分析を行う罵に木限、

騨に鮒る駅榊脚こ於いて数ヵ所の地点腿匙
てサン字ノセを探集して分極を行つ為結果・之れらのサン

プルに於V・ては有効粒径は一般にヌノ4から1／16m皿に・

属し，前回の7E－12井のGIG5層同檬の細・かさを有

するが粗粒のもPは割合に多く含まれてv・る事をしつた。

　なお孔隙牽・滲透率等の実験値につ》ては追蜘報告す一

る予定である6

　　　　　　6資料集輯1
　今次調査に件う墾井資料（地質柱妖図・揚水量・水位．

等）の集録せられたものには工場用・上水道水源用難井

があり，・この他当地域は特に耕地面積が広大溢あるた

め灌溜用墾井が多数存在する。　　　・．

　然し何れもその開馨は多年を経過し，資料の散逸せる，

、場合が多く・集録ぜられた資料は手00余本で勘る。”

　、該調査区域関係分の外・大阪市酋近郊に於ける墾井資

料は市内に於ける地化学調査と同調して随時集牧しつ』

ある。　　　　　　　　　＼鬼

、

㌔

白立鉱山に於ける高速度廻轄試錐機によ．る試験

渡．辺武夫粥・虎岩達夫罧

　　　　　　　R6sum6
　　　ヂ　／TeSts・fJ襯nes畦Highs”6ed㌧
　　　　Core　Drm（Kl．B、Ty夢e）

　　　　　　　　by
　Takeo　Watanabe＆Tats亘o　Tor準iwa

lA　preliminary　test　of　KB』type剛corひdril1

（made　in　Japan）was　performed．at　Hid．achi

弊技術部試錐課長　懸元所員．
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Mine　in　Qrder to　obtain　an　exact　drilling

e債cie亘cyゑnddatafdrl甲imprqvement・i耳
August194♀　↑his　machine　hasめeen　m皐de
by　Kδken戸Shisui　Co．1td．　It　cαロ、dτ』ill　down　　　　　，◎

to　the・depth　of．200m，and　is　eleqtrically

driven　with歌rotatio葺speed　o薫750－1500
per’mi血ute．．ぶ

　Results6btai且ed　is　s五〇wn　as　below：　　　　o

　（1）D｝illing頚iciencygi＄ 6eveτaltimes
、as　large　as七hat　of　Ton6type輌th手6w

尋5




